
三
重
大
学
弓
道
部 

創
立
の
経
緯 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
四
十
四
年
度
卒
業 

山
本 

正
幸 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

私
は
三
重
大
農
学
部
に
昭
和
四
十
一
年
四
月
に
入
学
し
、
昭
和

四
十
五
年
三
月
卒
業
し
た
大
学
第
十
八
回
生
で
す
。
大
学
入
学
と

同
時
に
弓
道
部
に
入
部
し
卒
業
ま
で
弓
道
部
に
所
属
し
て
い
た
。

そ
し
て
七
十
六
歳
に
な
る
現
在
も
、
郷
里
で
あ
る
福
井
県
鯖
江
市

弓
道
協
会
に
所
属
し
弓
道
を
続
け
て
い
る
。 

私
が
入
学
し
た
当
時
の
弓
道
部
は
、
丸
の
内
の
教
育
学
部
と
、

上
浜
町
の
農
学
部
の
両
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
弓
道
場
が
あ
り
、
別
々

に
練
習
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
私
が
三
年
生
に
な
っ
た
昭
和
四
十

三
年
に
、
上
浜
町
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
教
育
学
部
と
農
学
部
が
統
合

さ
れ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
現
弓
道
場
が
完
成
し
、
弓
道
部
も
統

一
し
て
上
浜
町
で
練
習
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
こ
で
今
は
無
い
教
育
学
部
と
農
学
部
の
弓
道
場
や
、
弓
道
部

の
創
立
の
経
緯
を
、
後
世
に
記
録
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と
思

い
調
べ
て
み
た
。 

最
初
に
三
重
高
等
農
林
学
校
時
代
の
弓
道
部
や
弓
道
場
に
つ

い
て
、
次
に
大
学
に
な
っ
て
か
ら
の
学
芸
学
部
の
弓
道
部
、
弓
道

場
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
三
番
目
は
大
学
に
な
っ
て
か

ら
、
農
学
部
の
弓
道
部
、
弓
道
場
の
再
開
に
つ
い
て
調
べ
た
。 

資
料
は
弓
道
部
後
援
会
会
報
の
寄
稿
文
と
後
援
会
住
所
録
を

主
に
し
、
三
番
目
の
大
学
農
学
部
弓
道
部
再
開
に
つ
い
て
は
東
海

学
生
弓
道
連
盟
発
行
（
昭
和
五
十
七
年
）
創
立
二
十
五
周
年
記
念

誌
を
主
に
し
て
調
べ
た
。 

 二
、
三
重
高
等
農
林
学
校
弓
道
部 

創
立
の
経
緯 

 

私
が
蔵
書
し
て
い
る
弓
道
部
後
援
会
会
報
は
巻
九
号
か
ら
巻

六
十
五
号
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
中
で
高
農
時
代
の
先
輩
が
寄
稿
し

て
い
る
文
で
、
弓
道
部
、
弓
道
場
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
は
次

の
三
寄
稿
文
で
あ
る
。 

① 

会
報
十
四
号 

高
農
九
回
卒 

 

出
口
武
氏 

② 

会
報
十
九
号 

高
農
十
九
回
卒 

前
田
實
氏 

③ 

会
報
二
十
号 

高
農
十
一
回
卒 

岡
村
武
郎
氏 

次
か
ら
寄
稿
文
の
抜
粋
を
順
に
掲
載
す
る
。 

 

① 

会
報

No
十
四
号 

「
高
農
時
代
を
顧
み
て
」 

高
農
九
回
卒
（
昭
和
五
年
入
学
、
昭
和
八
年
三
月
卒
） 

出
口 

武 

（
前
略
） 

 

『
当
時
の
弓
道
部
は
創
成
の
時
期
と
も
云
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
七
年
初
め
て
弓
道
部
が
独
立
し
（
そ
れ
ま
で
は
諸
技
部
弓
道

係
と
し
て

（ 1）
馬
岡
隆
清
先
生
に
面
倒
を
見
て
戴
い
て
い
た
） 

（ 2）
山
本
光
政
教
授
が
部
長
と
な
り
、
上
原
校
長
、
馬
岡
教
授
等
絶



え
ず
道
場
に
現
れ
て
は
部
員
の
激
励
叱
吠
に
当
た
り
、
共
に
射
を

競
う
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。 

 

外
部
か
ら
も
武
徳
殿
の
小
林
、
金
子
等
の
諸
氏
、
大
日
本
弓
道

会
の
諸
氏
等
、
時
折
道
場
を
訪
ね
て
巾
広
い
支
援
が
得
ら
れ
る
等
、

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
。
こ
れ
と
云
う
の
も
三
重
の
弓
道
界
生

み
の
親
で
あ
り
、
育
て
の
親
で
も
あ
る
師
範
市
川
博
先
生
の
人
徳

の
然
ら
し
め
る
所
で
、
そ
の
御
熱
意
と
御
薫
陶
と
部
員
一
同
文
句

な
く
一
様
に
そ
の
人
格
に
傾
倒
し
て
い
き
ま
し
た
。 

弓
道
場
を
黒
字
学
園
（
現
在
の
国
児
学
園
）
の
側
に
新
築
さ
れ

た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
矢
場
造
成
に
勤
労
奉
仕
の
汗
を
流
し
た
も

の
で
し
た
。
』 

（
中
略
） 

『
当
時
弓
道
部
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
方
々
を
一
、
二
紹
介
す
れ

ば
七
回
卒
（
昭
和
六
年
三
月
卒
）
で
は

（ 3）
本
田
泰
主
将
、
八
回
卒

（
昭
和
七
年
三
月
卒
）
は
富
永
清
次
主
将
、
杉
山
今
吉
マ
ネ―

ジ

ャ―

、
名
物
選
手
の
岩
本
勝
美
氏
、
九
回
卒
（
昭
和
八
年
三
月
卒
）

が
私
と
小
菅
一
夫
マ
ネ―

ジ
ャ―

、
名
物
選
手
の
淡
輪
鋭
一
氏
。 

十
回
卒
が
梶
原
高
雄
主
将
、
小
泉
富
治
マ
ネ―

ジ
ャ―

、
十
一
回

卒
が
岡
村
武
郎
氏
や
宇
野
亮
夫
氏
、
十
二
回
卒
の
青
山
清
氏
、
十

三
回
卒
が
園
浦
和
己
氏
等
々
が
引
継
ぎ
引
継
が
れ
て
弓
道
部
の
地

位
を
高
め
る
た
め
、
心
血
を
注
が
れ
た
の
で
あ
る
。
』 

 

（
後
略
） 

 

（ 1）
馬
岡
隆
清
氏
は
昭
和
十
八
年
に
退
職 

（ 2）
山
本
光
政
氏
は
昭
和
十
一
年
に
退
職 

（ 3）
本
田
泰
氏
が
主
将
を
し
て
い
た
の
は
昭
和
五
年
（
三
年
生
）
の

時
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

② 

会
報

No
十
九
号 

「
三
十
余
年
前
を
振
り
返
っ
て
」 

高
農
農
科

（ 1）
十
九
回
卒
（
昭
和
十
五
年
入
学
十
七
年
九
月
卒
）

前
原 

實 

『
入
学
当
時
、
顧
問
は
林
科
の

（ 2）
肥
後
純
先
生
、
師
範
は
故
市

川
博
範
士
、
主
将
一
杉
雅
之
さ
ん
（
林
科
十
七
回
）
で
し
た
。
道

場
は
現
在
の
本
部
棟
北
側
に
当
た
る
国
児
学
園
の
東
南
側
で 

（ 3）
間
口
約
六
米
程
度
の
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
通

常
の
練
習
は
三
人
立
で
、
五
人
立
の
場
合
は
、
一
、
三
、
五
、
二
、

四
の
順
で
行
射
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。 

練
習
中
は
よ
く
隣
の
国
児
学
園
が
見
物
し
て
お
り
、
た
ま
に
は

矢
取
り
の
手
伝
い
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
危
険
が
あ
る
の
で
心
配

し
た
も
の
で
す
。 

道
場
の
板
か
べ
に
は
先
輩
部
員
の
名
札
と
と
も
に
、
二
十
射
皆



中
の

（ 4）
達
成
者
札
（
公
式
戦
、
ま
た
は
公
式
練
習
中
に
記
録
さ
れ

た
も
の
に
限
っ
て
い
ま
し
た
）
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
が
、

部
員
は
誰
も
が
、
早
く
、
自
分
も
そ
の
仲
間
に
入
り
た
い
と
願
っ

た
も
の
で
し
た
。
』 

（
中
略
） 

 

『
全
国
大
会
は
昭
和
十
五
年
ま
で
、
毎
年
京
都
の
武
徳
殿
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
、
大
東
亜
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
翌
十

六
年
か
ら
中
止
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
海
学
生
は
、
参
加
校
は
、
岐
阜
高
農
、
神
宮
皇
學
館
、
名
古

屋
高
商
、
浜
松
高
工
、
八
高
、
岐
阜
薬
専
、
等
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
小
生
在
部
中
の
戦
績
は
、
昭
和
十
六
年
春
、
同
年
秋
、
及
び

昭
和
十
七
年
春
の
三
期
連
続
優
勝
が
唯
一
の
誇
り
で
す
。
』 

 

（
後
略
） 

（ 1）
昭
和
十
六
年
は
三
月
と
十
二
月
の
二
回
卒
業
が
あ
り
、
十
九
回

生
は
昭
和
十
七
年
九
月
卒
に
な
る
。 

（ 2）
肥
後
先
生
は
昭
和
四
十
四
年
に
退
職 

（ 3）
私
が
昭
和
四
十
一
年
に
写
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
六
人
立

で
、
前
三
人
、
後
ろ
三
人
で
競
射
を
し
て
い
る
の
で
、
間
口
は

約
八
米
程
度
あ
り
、
前
方
に
は
一
段
高
い
審
判
席
が
あ
り
ま
し

た
。 

（ 4）
昔
の
こ
の
弓
道
場
に
あ
っ
た
二
十
射
皆
中
の
札
は
、
現
在
の
弓

道
場
が
新
築
さ
れ
た
時
に
、
名
前
が
判
明
す
る
五
枚
を
現
弓
道

場
の
前
方
、
私
の
名
札
の
前
に
掲
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
令
和

五
年
に
は
掲
示
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

③ 

会
報

No
二
十
号 

 

「
思
い
出
」 

 

昭
和
十
年
高
農
卒
（
昭
和
七
年
入
学
昭
和
十
年
三
月
卒
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
村 

武
郎 

 
 

『
私
は
、
当
時
の
宇
治
山
田
中
学
か
ら
高
農
に
入
り
中
学
か
ら

続
け
て
い
た
弓
を
、
高
農
に
入
っ
て
か
ら
も
引
き
続
け
て
引
い
た

わ
け
で
、
そ
の
頃
の
中
学
は
五
年
制
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
時

県
下
で
は
津
中
が
一
番
強
く
て
、
五
年
生
卒
業
の
時
は
有
段
者
も

中
々
多
く
て
、
中
学
で
あ
る
程
度
実
績
を
上
げ
て
来
た
者
は
、
一

年
か
ら
選
手
と
し
て
使
わ
れ
、
私
も
一
年
か
ら
出
場
し
万
年
ト
ッ

プ
で
引
い
て
半
矢
選
手
で
、
私
が
チ
ー
ム
の
最
下
位
に
な
る
時
は
、

常
に
勝
ち
試
合
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

当
時
は
、
農
科
、
農
業
土
木
科
、
林
科
の
三
科
で
授
業
が
終
わ

る
の
が
五
時
、
そ
れ
か
ら
練
習
を
し
て
参
宮
線
で
宮
川
駅
に
帰
る

の
で
す
か
ら
、
家
に
帰
る
の
は
九
時
頃
で
、
夕
食
は
二
回
食
っ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
』 

 

（
中
略
） 



 

『

（ 1）
土
木
十 

小
泉
、
土
木
十
一 

宇
野
と
私
、
土
木
十
三 

芝

山
、
農
科
九 

出
口
、
農
科
十
一 

丸
山
、
農
科
十
二 

若
山
、

農
科
十
三 
市
川
、
林
科
九 

淡
輪
、
林
科
十
一 

武
政
、
林
十 

梶
原
、
林
科
十
二 

長
尾
、
林
科
十
三 

園
浦 

 

し
か
し
現
在
全
弓
連
に
名
前
が
出
て
く
る
に
は
兵
庫
の
宇
野
と

私
と
柿
本
く
ら
い
で
、
高
農
で
は
、
弓
を
引
い
て
い
る
人
が
多
か

っ
た
の
に
、
引
き
続
い
て
引
い
て
い
る
人
は
、
少
な
い
も
の
だ
と

残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
又
当
時
部
長
だ
っ
た
山
本
光
政
先
生

は
、
現
在
田
無
市
で
東
京
第
三
に
属
さ
れ
、
教
士
八
段
で
老
齢
に

か
か
わ
ら
ず
、
元
気
で
毎
年
京
都
大
会
へ
元
気
な
顔
を
出
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
』 

 

（
後
略
） 

（ 1）
九
～
十
三
の
数
字
は
高
農
九
期
生
（
昭
和
五
年
入
学 

昭
和
八

年
卒
業
）
と
、
十
三
期
生
（
昭
和
九
年
入
学 

昭
和
十
二
年
卒

業
）
の
人
で
あ
る
。 

 

  

     

 

④ 

会
報
住
所
録
に
よ
る
部
員
数
の
推
移 

 

                      

年号  

昭和  

西暦  高 農

入 学

期  

高 農

卒 業

期  

部 員

一年  

部 員

二年  

部 員

三年  

部 員

合計  

３年  1928 7 4 1   1 

４年  1929 8 5 3 1  4 

５年  1930 9 6 3 3 1 7 

６年  1931 10 7 3 3 3 9 

７年  1932 11 8 4 3 3 10 

８年  1933 12 9 4 4 3 11 

９年  1934 13 10 5 4 4 13 



⑤ 
ま
と
め 

 

昭
和
四
～
六
年
に
は
弓
道
を
行
う
部
員
や
指
導
者
が
い
て
、
昭

和
七
年
に
は
弓
道
部
と
し
て
独
立
し
、
ま
た
弓
道
場
も
昭
和
七
年

頃
に
国
児
学
園
の
東
南
側
に
新
築
さ
れ
、
昭
和
十
九
年
の
卒
業
生

ま
で
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
弓
道
場
は
、
戦
後
一
時

物
置
に
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
頃
に
は
復
活
し
、
私
が

在
籍
し
て
い
た
昭
和
四
十
三
年
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

で
、
国
児
学
園
は
昭
和
四
年
か
ら
現
在
、
令
和
五
年
ま
で
同
じ
場

所
に
あ
る
。 

 
 

 

写
真
一
、
三
重
高
等
農
林
学
校
正
面
全
景 
 

写
真
二
、
昭
和
三
十
年
代
の
農
学
部
上
浜
町
キ
ャ
ン
パ
ス 

 

写
真
三
、
昭
和
四
十
一
年
後
半 

改
築
途
上
の
校
舎 

「
農
学
部
新
築
中
の
校
舎
と
旧
校
舎
の
一
部
」 

 

農
学
部
改
築
工
事
は
昭
和
三
十
九
年
度
着
工
、
四
十
年
三
月
に

第
一
号
館
、
四
十
一
年
六
月
二
号
館
、
四
十
二
年
二
月
三
号
館
が

竣
工
し
た
。
こ
の
写
真
に
は
旧
校
舎
の
本
館
の
北
側
半
分
、
実
験

室
三
棟
、
化
学
実
験
室
、
三
翆
寮
が
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
新
し
く

農
学
部
の
一
、
二
号
館
と
材
料
、
水
理
実
験
室
が
竣
工
し
三
号
館

が
工
事
中
な
の
が
見
え
る
。
私
が
入
学
し
た
時
は
こ
の
写
真
の
状

態
で
、
更
に
私
は
三
翆
寮
に
一
、
二
年
生
の
時
在
籍
し
て
い
た
。 

 

出
典 

 

※ 

写
真
一
、
写
真
二
は
三
重
大
学
六
十
周
年
記
念
誌
。 

 

※ 

写
真
三
は
農
学
部
発
行
の
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
。 

 

写
真
一 

  
 

 

 



写
真
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
農
正
面 

 

三
翆
寮 

 

弓
道
場 

 
 国

児
学
園 

 

写
真
三 

 

三
号
館 

 
 

二
号
館 

 
 

一
号
館 

 

 
 

 
三
翆
寮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

旧
本
館
北
半
分 

弓
道
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
児
学
園 



三
、
大
学
学
芸
学
部
弓
道
部 

創
立
の
経
緯 

 
 

布
川
先
生
が
学
芸
学
部
弓
道
部
創
立
に
関
す
る
寄
稿
文
を
会

報
に
四
編
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
次
に
順
次
記
載
す
る
。
な
お
学

芸
学
部
は
昭
和
四
十
一
年
に
教
育
学
部
に
改
称
し
た
。 

① 

会
報

Vol
二
十
六
号
（
昭
和
五
十
九
年
） 

（
前
略
） 

 

『
七
期
生
が
二
年
の
時
成
立
し
た
、
戦
後
の
新
生
三
重
大
学
弓

道
部
も
見
春
三
十
五
期
が
卒
業
し
ま
す
。
丸
の
内
で
垜

あ

ず

ち

の
み
の
道

場
作
り
に
始
ま
り
、
射
場
建
設
に
移
り
、
三
年
後
に
射
場
が
で
き

て
部
員
数
が
十
五
名
程
度
に
な
っ
て
大
喜
び
し
た
時
も
あ
り
ま
し

た
。 

 

四
十
三
年
現
在
地
に
移
っ
た
時
、
丸
の
内
か
ら
現
在
の
矢
道
南

側
に
サ
ン
ゴ
樹
を
移
植
、
農
学
部
か
ら
テ
ス
ト
ピ―
ス
を
貰
っ
て

矢
道
の
芝
の
仕
切
り
に
並
べ
ま
し
た
。 

 

弓
道
部
で
は
な
く
土
方
部
だ
と
笑
い
乍
ら
、
共
に
汗
を
流
し
た

時
代
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
』 

 

（
後
略
） 

 

② 

会
報
巻
三
十
号
（
昭
和
六
十
三
年
） 

（
前
略
） 

 

『
三
重
大
に
勤
め
て
数
年
が
経
っ
た
頃
、
県
の
弓
道
連
盟
に
加

盟
し
て
射
会
参
加
し
た
時
に
は
、
会
員
数
は
僅
か
に
四
十
名
足
ら

ず
、
射
会
参
加
者
も
二
十
名
前
後
で
あ
っ
た
。
三
十
二
年
に
連
盟

の
理
事
長
の
役
を
引
き
受
け
、
こ
の
程
度
の
小
組
織
な
ら
仕
事
の

片
手
間
に
何
と
か
発
展
さ
せ
て
み
よ
う
と
、
軽
い
気
持
ち
で
組
織

作
り
、
仲
間
作
り
に
若
い
情
熱
を
ぶ
っ
つ
け
て
い
る
う
ち
に
、
足

下
の
三
重
大
学
に
も
弓
道
部
を
作
ろ
う
と
、
当
時
の
丸
の
内
の
旧

学
芸
学
部
（
教
育
学
部
）
に
六
・
七
期
生
と
共
に
屋
外
の
射
場
を

作
り
、
や
が
て
学
部
長
や
会
計
課
長
に
直
訴
し
て
、
ま
ず
垜
を
九

期
生
の
時
に
間
口
七
メ
ー
ト
ル
の
道
場
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
充

実
し
た
弓
道
部
が
再
生
し
た
の
で
あ
る
。
』 

 

（
中
略
） 

 

『
戦
前
の
三
重
高
農
・
三
重
師
範
の
両
弓
道
部
に
連
な
り
復
活

し
て
既
に
三
十
年
、
や
が
て
県
立
大
学
の
国
立
移
管
、
工
学
部
、

人
文
学
部
の
創
設
に
よ
る
文
字
通
り
の
綜
合
化
を
果
た
し
乍
ら
、

弓
道
部
が
依
然
と
し
て
旧
高
農
時
代
の
移
改
築
と
い
う
老
朽
建
造

物
（
実
際
は
殆
ど
完
全
な
新
設
計
に
よ
る
新
築
）
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
の
は
、
県
立
移
管
時
の
弓
道
場
と
併
せ
て
二
道
場
の
存
在

し
て
い
る
事
が
唯
一
、
新
造
を
阻
ん
で
い
る
理
由
で
あ
る
。
』 

※
三
重
師
範
の
弓
道
部
に
関
す
る
資
料
は
何
も
無
。 

 

③ 

会
報
巻
三
十
三
号
（
平
成
三
年
） 

『
振
り
返
れ
ば
、
学
生
時
代
に
親
し
ん
だ
弓
道
を
再
開
し
た
の

が
昭
和
二
十
八
年
。
三
十
一
年
秋
に
三
重
大
学
学
芸
学
部
（
現
在

の
津
市
役
所
の
地
）
で
当
時
二
・
三
年
生
（
六
・
七
期
生
）
の
数

名
に
頼
ま
れ
て
弓
の
手
ほ
ど
き
を
始
め
、
翌
年
大
学
の
了
承
を
得

て
、
校
舎
の
片
隅
の
空
地
に
仮
設
の
垜
を
造
っ
た
。
部
員
の
労
力



で
ブ
ロ
ッ
ク
敷
の
射
場
、
矢
道
の
整
地
を
行
い
、
漸
く
的
前
稽
古

を
始
め
る
事
が
出
来
た
。
』 

（
中
略
） 

『
弓
具
も
、
弓
の
稽
古
も
少
な
く
、
作
業
だ
け
で
弓
を
一
度
も

握
ら
な
い
で
部
を
去
っ
て
い
く
人
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
姿
が
大
学

当
局
の
同
情
を
呼
ん
で
、
三
十
四
年
に
は
間
口
七
メ―

ト
ル
、
奥

行
き
五
メ
ー
ト
ル
の
道
場
実
現
に
つ
な
が
っ
た
。
』 

（
後
略
） 

 ※ 

射
場
の
大
き
さ
は
間
口
三
間
半
、
奥
行
き
二
間
半
と
推
定
さ

れ
る
。 

 

④ 

会
報
巻
三
十
九
号
（
平
成
九
年
） 

（
前
略
） 

『
敗
戦
の
昭
和
二
十
年
が
大
学
卒
業
で
戦
後
の
混
乱
期
の
中

で
京
都
府
下
福
知
山
市
に
あ
っ
た
私
立
福
知
山
高
専
に
就
職
、
や

が
て
学
制
改
革
で
全
校
が
山
陰
短
期
大
学
に
変
わ
る
時
に
京
大
の

恩
師
の
奨
め
で
香
川
県
農
事
試
験
場
技
師
に
転
出
、
二
十
六
年
に

三
重
大
学
に
奉
職
し
た
。 

当
時
三
重
大
学
前
身
の

（ 1）
高
農
も
師
範
も
木
造
部
は
消
失
、
技

術
（
職
業
）
科
と
家
庭
科
は
松
坂
市
殿
町
の
青
年
師
範
（
現
殿
町

中
学
）
と
ま
さ
し
く
蛸
足
大
学
。
丸
の
内
校
舎
に
一
本
化
し
た
昭

和
二
十
八
年
に
大
学
教
職
員
の
リ
ク
リ
エ―

シ
ョ
ン
委
員
の
一
人

に
選
ば
れ
て
僅
か
な
予
算
の
中
か
ら
巻
藁
を
一
つ
購
入
し
て
貰
い
、

焼
け
残
っ
た
鉄
筋
校
舎
の
空
き
部
屋
に
据
え
て
、
学
生
時
代
に
購

入
し
、
転
勤
の
度
に
持
参
し
て
い
た
自
前
の
弓
具
で
稽
古
し
て
い

る
時
、
そ
の
空
き
教
室
を
稽
古
場
に
し
て
い
た
剣
道
部
員
の

（2）
賀

永
、
後
藤
ら
の
諸
君
が
興
味
を
持
ち
始
め
、
道
場
を
造
ろ
う
と
当

時
の
中
元
事
務
長
に
依
頼
し
て
間
口
三
間
足
ら
ず
の
安
土
を
作
っ

て
貰
っ
た
。
そ
の
当
時
農
学
部
道
場
は
農
学
部
農
場
の
収
穫
物
置

場
と
な
っ
て
い
た
。
』 

（
後
略
） 

（ 1）
高
農
の
木
造
物
は
写
真
三
を
見
て
も
、
私
が
入
学
し
た
昭
和
四

十
一
年
も
、
北
半
分
も
消
失
し
て
い
な
い
で
残
っ
て
い
た
の
で
、

布
川
先
生
は
丸
の
内
木
造
物
だ
け
が
消
失
し
て
い
た
の
を
勘
違

い
さ
れ
て
「
両
方
の
木
造
物
消
失
」
と
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（ 2）
賀
永
は
賀
永
宏
行
、
後
藤
は
後
藤
正
敏
、
い
ず
れ
も
学
芸
学
部

七
期
生
で
昭
和
三
十
年
入
学
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
卒
業
、 

 

⑤ 

ま
と
め 

六
期
、
七
期
の
学
生
が
二
・
三
年
生
の
昭
和
三
十
一
年
に
弓
道

の
手
ほ
ど
き
を
布
川
先
生
か
ら
受
け
、
三
十
二
年
に
垜
を
造
り
、

三
十
四
年
に
弓
道
場
が
出
来
、
農
学
部
弓
道
部
と
統
一
さ
れ
た
。 

出
典 

 

※ 
写
真
四
は
三
重
大
学
六
十
周
年
記
念
誌
。 

 

※ 

写
真
五
、
写
真
六
は
山
本
所
有
写
真
集
。 



 
写
真
四 

 
 

 
 

 
 

 

教
育
学
部
弓
道
場 

 

 

  

写
真
五 

（
昭
和
四
十
一
年
五
月
） 

 

 

 

教
育
学
部
弓
道
場
射
場 

 



写
真
六 

（
昭
和
四
十
一
年
八
月
） 

 

 

 

教
育
学
部
弓
道
場
的
場 

 

四
、
大
学
農
学
部
弓
道
部 

再
開
の
経
緯 

  

こ
の
項
は
、
東
海
学
生
弓
道
連
盟 

創
立
二
十
五
周
年
記
念
誌

「
残
心
」（
昭
和
五
十
七
年
五
月
発
行
）
と
後
援
会
住
所
録
を
主
に

し
て
推
測
す
る
。 

 

① 

「
残
心
」
二
十
八
ペ―

ジ 

 
 

 

三
重
大
学
弓
道
部
の
歩
み 

 
 

 
 

 
 

 

三
重
大
学
弓
道
部
顧
問 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

布
川 

敏
三 

 

『
昭
和
二
十
八
年
頃
農
学
部
職
員
の
数
名
の
有
志
が
上
浜
町
キ

ャ
ン
パ
ス
内
テ
ニ
ス
コ―

ト
横
の
空
地
に
土
を
盛
り
上
げ
て
垜
を

築
き
、
見
様
、
見
真
似
の
弓
道
練
習
を
始
め
た
。 

 

や
が
て
彼
等
は
練
習
の
成
果
を
試
み
た
く
な
り
、
既
に
創
部
三

年
目
を
迎
え
て
い
た
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大
学
医
学
部
）
に

練
習
試
合
を
申
し
込
む
と
共
に
、
チ
ー
ム
補
強
の
た
め
に
、
学
生

弓
道
上
が
り
で
、
戦
前
の
武
徳
会
四
段
の
学
芸
学
部
教
官
の
私
が

引
っ
張
り
出
さ
れ
た
。 

 

こ
の
事
を
は
ず
み
と
し
て
、
両
学
部
の
職
員
を
対
象
に
弓
道
の

指
導
が
始
ま
り
、
や
が
て
農
学
部
、
学
芸
学
部
（
現
教
育
学
部
）

の
学
生
が
加
わ
っ
て
、
昭
和
三
十
二
年
の
春
ご
ろ
、
各
々
の
学
部

に
同
好
組
織
が
生
ま
れ
、
更
に
両
学
部
の
交
流
が
始
ま
っ
て
大
学

弓
道
部
と
し
て
統
一
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
十
四
年
で
あ
る
。
か
く

し
て
三
重
大
学
弓
道
部
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
』 

 

（
後
略
） 



② 
「
残
心
」
三
十
八
ペ―

ジ 

 
 

 

東
海
学
生
弓
道
連
盟
二
十
五
年
の
歩
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

杉
浦 

孝
則 

 

『
昭
和
三
十
二
年
、
五
つ
の
大
学
（
愛
知
大
学
、
岐
阜
県
立
医

科
大
学
、
静
岡
大
学
、
三
重
大
学
、
三
重
県
立
大
学
）
の
選
手
達
、

並
び
に
連
盟
役
員
の
諸
先
輩
方
の
努
力
に
よ
り
当
連
盟
が
発
足
致

し
ま
し
た
。 

 

（
中
略
） 

こ
こ
で
、
当
連
盟
が
関
与
し
て
い
ま
す
大
会
の
歴
史
に
つ
い
て

お
話
を
致
し
ま
す
。 

東
海
学
生
弓
道
選
手
権
大
会 

 

昭
和
三
十
二
年
、
五
大
学
（
愛
知
大
学
、
岐
阜
県
立
医
大
、
静

岡
大
、
三
重
大
、
三
重
県
立
大
）
に
よ
っ
て
第
一
回
大
会
が
三
重

大
学
の
道
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
四
十
年
の
第
八

回
大
会
か
ら
女
子
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
第
一
回
～
第
九
回
大
会
ま
で
は
、
各
地
の
道
場
を
使
用
し

て
、
大
会
を
運
営
し
て
い
た
の
で
す
が
、
第
十
回
大
会
以
来
、
愛

知
県
体
育
館
に
特
設
弓
道
場
を
設
け
て
毎
年
五
月
下
旬
に
行
っ
て

い
ま
す
。
』 

 

（
後
略
） 

 

③ 

「
残
心
」
三
ペ―

ジ 

 
 

 

東
海
学
生
弓
道
連
盟
創
立
の
頃 

 
 

 
 

 
 

東
海
学
生
弓
道
連
盟

O

B
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

笹
岡 

秀
孝 

 

（
前
略
） 

 

『
さ
て
、
こ
こ
に
第
一
回
東
海
学
生
弓
道
選
手
権
の
貴
重
な
写

真
を
掲
げ
ま
す
。
何
か
作
戦
上
の
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
愛
大

の
疋
田
さ
ん
？
が
肌
を
脱
い
で
い
ま
す
。
』 

 

（
後
略
） 

  

写
真
七 

（
三
重
大
学
農
学
部
弓
道
場
に
て
） 

 

  



④ 
「
残
心
」
四
十
二
ペ
ー
ジ 

昭
和
三
十
二
年
度
記
録 

 

第
一
回
東
海
学
生
弓
道
選
手
権
大
会 

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
三
日 

於 

三
重
大
学
農
学
部
弓
道
場 

〈
団
体
の
部
〉
（
百
二
十
射
、
六
人
立
） 

 
 

 

三
位 

三
重
大
学 

四
十
八
中 

〈
個
人
の
部
〉 

 
 

 

四
位 

岩
本 

馨
（
三
重
大
）

13

/

20
中 

二
段 

五
位 

市
石
幹
男
（
三
重
大
）

12

/

20
中 

初
段 

  

第
一
回
男
子
リ
ー
グ
戦
（
昭
和
三
十
二
年
） 

〈
団
体
〉 

  
 

 

順
位
愛
大 

静
岡 

三
重 

岐
阜
勝
数 
的
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

工
学
部
県
大 

医
大 

 
 

数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

480 

三
重
大

4 

〇

67 
×

52 
×

55 

〇

51 

2 

225 

※ 

岩
本
・
市
石
氏
は
総
合
農
科
七
回
生
（
昭
和
三
十
年
入
学
、

昭
和
三
十
四
年
卒
）
で
昭
和
三
十
二
年
は
三
年
生
。 

※ 

団
体
戦
は
六
人
立
で
四
試
合
実
施
し
て
い
る
。
当
時
の
農
学

部 

部
員
数
は
一
年
二
名
、
二
年
四
名
、
三
年
七
名
、
四
年
二
名
、

計
十
五
名
で
あ
る
。 

⑤ 

「
残
心
」
四
十
四
ペ
ー
ジ 

 
 

昭
和
三
十
三
年
度
記
録 

 

第
二
回 

男
子
リ
ー
グ
戦
（
昭
和
三
十
三
年
） 

〈
団
体
〉 

  
 

 

順
位 

愛
大 

三
重 

静
岡 

岐
阜 

勝
数 

的
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

県
大 

工
学
部
医
大 

 
 

 

数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

640 

三
重
大 

2 

〇

76 
×

60 

〇

63 

〇

72 

3 
 

271 

 

〈
個
人
〉 

 
 

二
位 

賀
永
宏
行
（
三
重
大
）

55

/

80
中 

 

 
 

三
位 

堀
田
忠
村
（
三
重
大
）

44

/

80
中 

 

 

※ 

賀
永
氏
は
学
芸
学
部
七
期
生
（
昭
和
三
十
年
入
学
、
昭
和
三

十
四
年
三
月
卒
）
の
四
年
生
、
堀
田
氏
は
学
芸
学
部
九
期
生
（
昭

和
三
十
二
年
入
学
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
卒
）
の
二
年
生
。 

※ 

団
体
戦
は
八
人
立
ち
で
四
試
合
で
あ
る
。
こ
の
年
の
部
員
数

は
教
育
学
部
十
六
名
、
農
学
部
十
七
名
、
合
計
三
十
三
名
で
あ
る
。 

 

⑥ 
「
残
心
」
四
十
六
ペ―

ジ 
昭
和
三
十
四
年
度
記
録 

 



 
第
二
回
東
海
学
生
弓
道
選
手
権
大
会 

 
 

 
 

 
 

昭
和
三
十
四
年
六
月
六
日 

 
 

 
 

 
 

於 

豊
橋
市
営
弓
道
場 

〈
団
体
の
部
〉
（
百
二
十
射
、
六
人
立
） 

 
 

 
 

二
位 
三
重
大
学 

五
十
二
中 

〈
個
人
の
部
〉 

 
 

 

四
位 

村
田 
輝
久
（
三
重
大
）

14

/

20
中 

 

優
秀
射
手
表
彰 

 
 

 
 

 
 

村
田 

輝
久
（
三
重
大
） 

 
 

 
 

  

第
三
回 

男
子
リ
ー
グ
戦 

 
 

三
重
大
学
は
こ
の
年
の
リ
ー
グ
戦
は
不
参
加
。 

 
 

 

リ
ー
グ
戦
は
愛
大
、
静
岡
工
学
部
、
名
古
屋
大
、
岐
阜
医
大
で

実
施
さ
れ
た
。 

※ 

村
田
（
橋
本
）
氏
は
学
芸
学
部
九
期
生
（
昭
和
三
十
二
年
入

学
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
卒
）
の
三
年
生
。 

 

⑦ 

「
残
心
」
四
十
八
ペ―

ジ 

昭
和
三
十
五
年
度
記
録 

 

第
三
回
東
海
学
生
弓
道
選
手
権
大
会 

 
 

 
 

 
 

昭
和
三
十
五
年 

 
 

 
 

 
 

於 

岐
阜
市
民
体
育
館
内
弓
道
場 

〈
団
体
の
部
〉
（
百
二
十
射
、
六
人
立
） 

 
 

 
 

二
位 

三
重
大
学 

五
十
四
中 

 
 

第
四
回 

男
子
リ
ー
グ
戦
（
昭
和
三
十
五
年
） 

〈
団
体
〉

B
ブ
ロ
ッ
ク 

  
 

 

順
位 

愛
大 

愛
大 

愛
知 

勝
数 

的
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

短
期 

学
院 

 
 

 
 

数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

480 

三
重
大 

2 
×

85 

〇

66 

〇

80 

2 
 

231 

 

順
位
決
定
戦 

 
 

三
位
決
定
戦 

名
古
屋
大
学

70

/

160×

三
重
大
学

79

/

160 

三
位
三
重
大
学 

※
今
リ
ー
グ
戦
は

A
・
B
両
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
校
で
優
勝
を
争
っ
た
。 

 

 

〈
個
人
の
部
〉 

 
 

二
位 

桜
井
義
夫 

46

/

60
中 

 

※ 

桜
井
氏
は
学
芸
学
部
甲 

十
期
生 

 
⑧ 
旧
農
顧
問 

田
中
庄
助
氏
に
つ
い
て 

 

私
が
入
学
し
た
昭
和
四
十
一
年
農
学
部
弓
道
場
で
は
、
田
中
杯

と
い
う
射
会
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
田
中
先
生
も
こ
の
射
会
で
は



元
気
に
一
緒
に
弓
を
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。
田
中
先
生
は
昭
和
三

十
五
年
三
月
に
退
職
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
始
め
ま
で
、
江
戸
橋
に 

住
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

⑨ 

農
学
部
七
期
生 

林
雅
敏
氏
に
よ
る
電
話
で
の
聞
き
取
り 

 

林
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
入
学
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
卒
の
七 

期
生
で
す
。
聞
き
取
っ
た
内
容
を
次
に
記
載
す
る
。 

 
 『

私
が
入
学
し
た
時
は
す
で
に
道
場
は
綺
麗
に
な
っ
て
い
て
六
人

立
で
練
習
を
し
て
い
た
。
田
中
庄
助
先
生
は
当
時
も
顧
問
で
お
ら

れ
て
、
弓
を
引
い
て
い
た
。
当
時
の
主
将
は
岩
本
氏
で
あ
り
、
昭

和
三
十
二
年
の
第
一
回
東
海
の
試
合
は
農
学
部
の
弓
道
部
だ
け
で

出
場
し
、
私
は
補
欠
で
、
途
中
交
代
要
員
と
し
て
出
た
記
憶
が
あ

る
。
昭
和
三
十
三
年
は
五
月
十
八
日
に
初
段
に
合
格
し
、
六
月
十

五
日
に
は
市
川
範
士
の
射
会
が
四
日
市
市
楠
で
あ
っ
て
、
初
段
以

下
の
部
で
優
勝
を
し
、
七
月
十
一
日
に
は
伊
勢
新
聞
主
催
の
試
合
、

三
重
県
立
医
大
、
三
重
大
学
芸
学
部
、
農
学
部
の
三
校
に
よ
る
三

重
県
弓
道
大
会
で
初
段
以
下
の
部
で
二
位
の
賞
状
を
貰
っ
て
い
る
。

布
川
先
生
は
た
ま
に
農
学
部
弓
道
場
で
見
か
け
、
そ
の
時
弓
道
の

指
導
を
受
け
て
い
た
。
テ
ニ
ス
コ―

ト
横
の
垜
の
築
造
に
つ
い
て

は
、
私
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
』 

   

⑩ 

後
援
会
住
所
録
に
よ
る
部
員
数
の
経
緯 

 

元
号
入
学
学
芸
各
部 

 

農
学
部 

 

合 

記
事 

 
 

 
 

 

昭
和
の
期

1

2

3

4
計
1

2

3

4
計 

計 
 

 
 

28 

５ 
 

 
 

 
 

2 
 

 

2

2 
 

農
学
部
テ
ニ
ス
横
垜
作
成 

29 

６ 
 

 
 

 
 

2

2 
 

4

4 
 

 
 

 
 

30 

７ 
 

 
 

 
 

7

2

2 

11

11 
 

 
 

 
 

 

31 

８ 

（ 3）

3

2 

5

4

7

2

2

15

20 

学
芸
学
部
弓
道
手
ほ
ど
き 

 

32 

９ 

5

3

3

2

13

2

4

7

2

15

28 

学
芸
学
部
垜
作
り 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
回
東
海
選
手
権
参
加 

 
 

33 

10 

5

5

3

3

16

4

2

4

7

17

33 

第
二
回
リ
ー
グ
戦
参
加 

 
 

34 

11 

4

5

5

3

17

6

4

2

4

16

33 

弓

道

部

統

一

、

学

芸

学
部

道

場

完

成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
回
東
海
選
手
権
参
加 

35 

12 

5

4

5

5

19

4

6

4

2

16

35 

第
三
回
東
海
選
手
権
参
加 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
四
回
リ
ー
グ
戦
参
加 

 
 

36 

13 

9

5

4

5

23

7

4

6

4

21

44 

第
四
回
東
海
選
手
権
参
加 

 

  

⑪ 

ま
と
め
（
農
学
部
弓
道
部
再
開
の
経
緯
） 

  
布
川
先
生
は
「
残
心
」
の
中
で
『
昭
和
三
十
二
年
の
春
頃
、
各
々

の
学
部
に
同
好
組
織
が
生
ま
れ
』
と
書
い
て
い
る
が
、
学
芸
学
部

か
ら
見
る
と
、
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
農
学
部
の
弓
道
部

再
開
は
、
も
う
少
し
前
に
、
部
と
し
て
の
形
が
で
き
て
い
た
と
以



下
の
理
由
で
推
察
さ
れ
る
。 

（
一
）
昭
和
三
十
二
年
の
第
一
回
東
海
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
が

三
重
大
農
学
道
場
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
は
昭
和
三
十

四
年
三
重
大
学
弓
道
部
統
一
の
二
年
前
で
あ
る
。 

（
二
）
後
援
会
住
所
録
に
よ
る
と
、
戦
後
農
学
部
部
員
は
、
初
め

て
の
部
員
は
昭
和
二
十
八
年
入
学
が
二
名
、
そ
れ
以
後
の
部
員
数

は
昭
和
二
十
九
年 
一
・
二
年
生
で
四
名
、
昭
和
三
十
年
は
一
・

二
・
三
生
で
十
一
名
、
昭
和
三
十
一
年
は
一
・
二
・
三
・
四
年
生

で
十
五
名
で
あ
る
。
故
に
昭
和
三
十
年
・
三
十
一
年
に
は
部
と
し

て
の
活
動
は
十
分
で
き
た
と
思
う
。 

（
三
）
会
報
三
十
九
号
に
布
川
先
生
は
『
昭
和
二
十
八
年
・
・
中

略
・
・
そ
の
当
時
、
農
学
道
場
は
農
学
部
道
場
の
収
穫
物
置
場
に

な
っ
て
い
た
。
』
と
書
い
て
あ
る
。 

（
四
）
林
氏
の
聞
き
取
り
で
『
入
学
当
時
、
弓
道
場
は
す
で
に
き

れ
い
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
主
将
や
顧
問
の
田
中
庄
助
先
生
や

布
川
先
生
も
来
ら
れ
て
い
た
。
』
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

  

以
上
よ
り
昭
和
二
十
九
年
頃
に
は
農
学
部
弓
道
部
と
し
て
、
農

学
部
弓
道
場
を
使
用
し
て
、
活
動
を
始
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

し
て
昭
和
三
十
二
年
の
第
一
回
東
海
学
生
弓
道
選
手
権
が
三
重
大

農
学
部
弓
道
場
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
思
う
。 

 

昭
和
三
十
四
年
に
学
芸
学
部
弓
道
部
と
農
学
部
弓
道
部
が
統
一

さ
れ
て
か
ら
、
昭
和
四
十
三
年
現
在
の
上
浜
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学

部
統
合
さ
れ
る
迄
、
三
重
大
弓
道
部
主
将
は
学
芸
学
部
と
農
学
部

で
一
年
毎
交
代
で
出
し
て
い
た
。 

出
典 

写
真
八
は
三
重
大
学
六
十
周
年
記
念
誌
。 

写
真
九
、
写
真
十
は
山
本
所
有
写
真
集
。 

 

写
真
八 

（
平
成
二
十
五
年
上
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

 

 

農
学
部 

 

国
児
学
園 

旧
農
学
部 

弓
道
場
跡 

 
 

 
 

 

一
号
館 



 

写
真
九 

（
旧
農
学
部
弓
道
場
射
場
） 

 
 

 
 

十
回
生
盾
争
奪
戦
（
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
八
日
） 

 

 

 

写
真
十 

（
旧
農
学
部
弓
道
場
的
場
に
向
っ
て
の
撮
影
） 

 
 

 

岐
阜
大
定
期
戦
（
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
三
日
） 

 
 

旧
農
学
部
弓
道
場
的
場 

 

向
か
っ
て
左
側 

林
の
方
向
一
段
高
い
所
に
国
児
学
園
が
あ

っ
た
。 


